








まえがき

　通常の核型分析によっては診断不可能な新しい染色体異常が続々と発見され

ており,分染分析は染色体検査の常識となったが,今後の発展のためには,さら

に精度の高い方法の開発が必要である。また既存の分染法の内には,手技が著

しく複雑なもの,結果が不安定で好結果が得られ難いもの,高価な器機を要する

ものなども多い。また女性の 2本の X染色体を相互に識別し,個々に両親,祖父

母などよりの由来・継承を明らかにすることは従来全く不可能であった。これ

が実現すると,遣伝相談・染色体地図・ X の不活性化などの領域での大ぎな進

歩が期待される。


